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ディスコでは、企業の社員研修・教育担当者を対象に、自社で実施している社員研修について、現

状や課題を調査した。研修対象としている層や予算比率、実施プログラムといった実状だけでなく、

効果測定の有無やアセスメントの活用状況なども尋ねた。また、英語研修の実態や、経営人材の育成

といったトピックまで、多岐にわたる内容を尋ね、分析した。 

新入社員を含めた若手社員への研修は手厚いが、管理者以上の研修となると、ニーズはあるものの

比較的手薄であることが分かった。 

 

《調査概要》 

調 査 対 象 ： 全国の主要企業 

調 査 時 期 ： 2013 年 6 月 17 日 ～ 23 日 

調 査 方 法 ： インターネット調査法 

回 答 社 数 ： 243 社 

 

 

 

 

調 査 機 関 ： 株式会社ディスコ キャリアリサーチ 

 

    

    

[[[[１１１１]]]]    研修担当部署に関して研修担当部署に関して研修担当部署に関して研修担当部署に関して    

社員研修・教育担当職は他業務との兼任職である企業が大半で、今回の調査では、専任者は 10.3％

にとどまった。残りの 89.7％の兼任者に対し、どの業務との兼任かを尋ねたところ、「人事採用業務」

が最も多く、91.3％にのぼった。他に「人事労務業務」「総務業務」が半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「社員研修に関するアンケート社員研修に関するアンケート社員研修に関するアンケート社員研修に関するアンケート」結果」結果」結果」結果    

2013201320132013 年年年年 6666 月実施月実施月実施月実施    

≪従業員数≫

300人未満 300～999人 1000人以上

141社 75社 27社

≪株式≫

上場 非上場

28社 215社

社員研修担当職社員研修担当職社員研修担当職社員研修担当職

他業務との

兼任職

89.7%

専任職

10.3%

兼任業務兼任業務兼任業務兼任業務

10.6

5.5

6.9

10.1

16.1

16.5

41.7

56.9

66.1

91.3

0 50 100

その他

技術開発業務

経営

営業業務

経営企画業務

経営管理業務

人事給与業務

総務業務

人事労務業務

人事採用業務

（％）
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[[[[２２２２]]]]    研修研修研修研修のののの対対対対象象象象と予算比率と予算比率と予算比率と予算比率    

社員研修を実施している対象は、「新入社員研修」が 95.9％で圧倒的に多く、次いで「若手社員研修」

81.1％、「管理職研修」62.1％と続く。新入社員を含む若手社員を対象とした研修を実施する企業は多

いが、次世代経営層を入れても、経営者研修を実施している企業は少ない。 

年間予算の配分比率平均は、新入社員を含めた若手研修の合計が48.1％、管理職研修関連が33.0％、

経営者層研修 18.8％の配分となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社員研修の対象層社員研修の対象層社員研修の対象層社員研修の対象層

11.5

22.6

55.6

62.1

81.1

95.9

0.4

0 20 40 60 80 100

あてはまるものはない

経営者研修

次世代経営層研修

管理職前研修

管理職研修

若手社員研修

新入社員研修

（％）

研修対象層別予算比率研修対象層別予算比率研修対象層別予算比率研修対象層別予算比率

新入社員研修

28.3%

若手社員研修

19.8%
管理職前研修

15.6%

管理職研修

17.4%

次世代経営層研修

10.2%

経営者研修

8.6%
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[[[[３３３３]]]]    研修プログラム研修プログラム研修プログラム研修プログラム    

実施しているプログラムを見ると、「新入社員教育」の実施率が 95.5％と最も高く、「内定者教育」

を実施している企業は 56.8％にとどまっている。内容としては、「マナー教育」「リーダーシップ教育」

の実施率が高く、「語学教育」や「経営理念・DNA 継承」の実施率は低い。 

実施状況と比較してニーズの高い研修としては「中級管理者教育」「上級管理者教育」が挙げられ、

内容としては、「リーダーシップ教育」のニーズが比較的高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 [[[[４４４４]]]]    若手社員に若手社員に若手社員に若手社員に身に付けさせたいもの身に付けさせたいもの身に付けさせたいもの身に付けさせたいもの    

若手社員への研修が手厚い企業が多いが、研修を通じてどのようなことを身に付けさせたいと考え

ているのかを尋ねた。「コミュニケーション力」84.4％、「問題解決力」70.4％の 2 つが高く、期待が

大きいことが分かった。 

 

 

 

    

    

    

    

実施しているプログラム実施しているプログラム実施しているプログラム実施しているプログラム

6.2

16.9

18.5

30.0

30.0

14.8

2.1

28.4

50.2

39.1

28.0

2.1

13.6

7.0

17.3

27.2

38.3

59.7

72.8

95.5

56.8

0 50 100

その他

プレゼンテーションスキル

コーチングスキル

技術者・技能者教育

営業・販売教育

経営理念・DNA継承

ダイバシティ教育

メンタルヘルス教育

マナー教育

リーダーシップ教育

目標管理・評価者教育

語学教育（中国語）

語学教育（英語）

グローバル人材教育

上級管理者教育

中級管理者教育

初級管理者教育

中堅社員教育/管理職前教育

新入社員フォロー研修

新入社員教育

内定者教育

（％）

ニーズの高いプログラムニーズの高いプログラムニーズの高いプログラムニーズの高いプログラム

2.5

20.6

21.8

23.5

25.5

12.3

4.1

19.3

22.6

38.7

24.3

4.1

14.8

8.6

30.5

32.1

38.7

45.7

41.6

60.9

28.0

0 50 100

その他

プレゼンテーションスキル

コーチングスキル

技術者・技能者教育

営業・販売教育

経営理念・DNA継承

ダイバシティ教育

メンタルヘルス教育

マナー教育

リーダーシップ教育

目標管理・評価者教育

語学教育（中国語）

語学教育（英語）

グローバル人材教育

上級管理者教育

中級管理者教育

初級管理者教育

中堅社員教育/管理職前教育

新入社員フォロー研修

新入社員教育

内定者教育

（％）

研修を通じて若手社員に身に付けさせたいこと研修を通じて若手社員に身に付けさせたいこと研修を通じて若手社員に身に付けさせたいこと研修を通じて若手社員に身に付けさせたいこと

7.4

10.3

10.3

32.5

34.6

49.0

52.7

57.2

70.4

84.4

2.9

0 20 40 60 80 100

その他

ダイバシティ

語学力

グローバルマインド

ストレス耐性

自社の企業文化

リーダーシップ

人間力

ビジネススキル

問題解決力

コミュニケーション力

（％）
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[[[[５５５５]]]]    研修の効果測定研修の効果測定研修の効果測定研修の効果測定    

研修の効果測定は 6 割強の企業で実施されているが、「殆どの研修プログラムに対して実施してい

る」という企業は 16.5％にとどまっている。 

効果測定の方法を見ると、「受講直後のアンケート調査等による受講者の満足度評価」を行っている

企業は 60.5％と 6割を超えるが、「学習到達度評価」や「行動変容の評価」といった本来の意味での効

果測定を実施している企業は 2割にとどまり、「業績向上度合の評価」まで行っているのは 14.8％だっ

た。 

研修時の目標設定に関しては、約 75％の企業で実施されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

研修の効果検証研修の効果検証研修の効果検証研修の効果検証

効果検証は

実施してい

ない

32.5%

分からない/

不明

5.8%

殆どの研修

プログラム

に対して実

施している

16.5%

一部の研修

プログラム

に対して実

施している

45.3%

研修時の目標設定研修時の目標設定研修時の目標設定研修時の目標設定

分からない/

不明

2.9%

研修に対し

て目標設定

は行なって

いない

22.2%

殆ど全ての

研修に対し

て目標の設

定を行って

いる

18.5%

全ての研修

に対してで

はないが、

研修内容に

よっては目

標設定を

行っている

56.4%

効果検証の方法効果検証の方法効果検証の方法効果検証の方法

4.9

14.8

21.4

24.3

60.5

23.0

0 20 40 60 80 100

効果検証はしていない

その他

職場の業績向上度合の評価

インタービューや他者評価による行動変容の評価

筆記試験などによる受講者の学習到達度評価

受講直後のアンケート調査等による受講者の満足度評価

（％）
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[[[[６６６６]]]]    研修の実施方法研修の実施方法研修の実施方法研修の実施方法    

各研修の実施方法について尋ねたところ、「新入社員教育」「新入社員フォロー研修」「内定者教育」

などの新入社員関連研修は社内研修比率が高く、中・上級管理者教育に関しては外部講習や外部派遣

比率が高いことが分かった。「グローバル人材教育」「リーダーシップ教育」に関しても、外部比率が

高かった。 

研修対象やプログラムによって、社内と社外、また e ラーニング等を使い分けている様子がうかが

える。 

   

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

　社内研修比率の高いもの　（70％以上）

　外部講習・外部派遣比率の高いもの　（70％以上）

社社社社

内内内内

研研研研

修修修修

外外外外

部部部部

講講講講

習習習習

・・・・

外外外外

部部部部

派派派派

遣遣遣遣

等等等等

eeee

ララララ

ーーーー

ニニニニ

ンンンン

ググググ

等等等等

でででで

実実実実

施施施施

そそそそ

のののの

他他他他

内定者教育 69.6 15.9 29.7 10.9

新入社員教育 87.1 65.5 6.0 2.2

新入社員フォロー研修 76.8 43.5 4.5 1.7

中堅社員教育/管理職前教育 57.2 72.4 6.9 3.4

初級管理者教育 53.8 62.4 8.6 2.2

中級管理者教育 47.0 71.2 12.1 3.0

上級管理者教育 45.2 71.4 7.1 4.8

グローバル人材教育 23.5 88.2 23.5 17.6

語学教育（英語） 48.5 63.6 18.2 6.1

語学教育（中国語） 60.0 60.0 20.0 20.0

目標管理・評価者教育 69.1 51.5 7.4 1.5

リーダーシップ教育 36.8 74.7 4.2 6.3

マナー教育 65.6 60.7 3.3 3.3

メンタルヘルス教育 58.0 56.5 5.8 0.0

ダイバシティ教育 100.0 20.0 20.0 0.0

経営理念・DNA継承 86.1 27.8 5.6 5.6

営業・販売教育 71.2 58.9 8.2 4.1

技術者・技能者教育 71.2 72.6 11.0 2.7

コーチングスキル 51.1 68.9 8.9 0.0

プレゼンテーションスキル 63.4 53.7 7.3 2.4
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[[[[７７７７]]]]    社内社内社内社内研修研修研修研修のののの講師講師講師講師    

社内で実施している研修について、誰が講師を務めているのかを尋ねた。社内講師だけで実施して

いる割合が最も高いのは「内定者教育」で 87.4％を占める。内定者フォローに外部講師を招くケース

は現状では少ないようだ。「新入社員教育」となると外部講師を活用する割合は跳ね上がり、57.9％と

約 6割となる。「語学教育」は外部講師だけで実施する割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[[[[８８８８]]]]    アセスメントの活用アセスメントの活用アセスメントの活用アセスメントの活用    

アセスメントを研修や人事評価時に活用している企業は 20％弱。人事評価フィードバック時の活用

が最も多かった。採用時に使用したアセスメントをその後の研修に活用している企業は 15.6％だった。 

 

 

 

 

 

 

 

社内研修の講師社内研修の講師社内研修の講師社内研修の講師

65.4

34.8

36.5

42.3

77.4

40.0

47.5

48.8

45.7

57.4

33.3

37.5

25.0

26.3

29.0

54.0

32.5

66.2

42.1

87.4

21.7

1.9

3.8

40.0

15.0

3.8

14.3

2.1

66.7

50.0

25.0

21.1

16.1

4.0

12.0

2.9

2.0

1.1

19.2

43.5

61.5

53.8

22.6

20.0

37.5

47.5

40.0

40.4

0.0

12.5

50.0

52.6

54.8

42.0

55.4

30.9

55.9

11.6

15.4

0.0

0% 50% 100%

プレゼンテーションスキル

コーチングスキル

技術者・技能者教育

営業・販売教育

経営理念・DNA継承

ダイバシティ教育

メンタルヘルス教育

マナー教育

リーダーシップ教育

目標管理・評価者教育

語学教育（中国語）

語学教育（英語）

グローバル人材教育

上級管理者教育

中級管理者教育

初級管理者教育

中堅社員教育/管理職前教育

新入社員フォロー研修

新入社員教育

内定者教育

社内講師だけで実施 外部講師だけで実施 社内講師と外部講師併用

アセスメントの活用状況アセスメントの活用状況アセスメントの活用状況アセスメントの活用状況

19.8

17.7

15.6

34.2

39.9

44.4

48.1

44.4

35.8

0% 50% 100%

人事評価フィードバック時にアセスメントを活用している

研修前と後にアセスメントを活用している

採用時アセスメントをその後の研修に活用している

活用している どちらとも言えない ほとんど活用されていない
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[[[[９９９９]]]]    英語英語英語英語研修研修研修研修の実態の実態の実態の実態    

英語研修のニーズがあるという企業は 41.6％と 4 割を超えているが、実際に社員に英語研修を実施

している企業は 17.3％にとどまっている。[７]で見たように、語学教育は外部講師を利用するケース

が多いため、実施のハードルが高いと捉える企業が多いのだろう。 

実施されているものの中で比較的多いのは、「TOEIC 点数アップ」で 8.6％。一方、英語研修ニーズ

の高いものとしては、「英文 e-mail/英文レター作成」「英語による接客」「英語のテレコミュニケーシ

ョン」「英語プレゼンテーションスキル」などがあり、どちらかというと初歩的なコミュニケーション

のニーズが高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

英語研修の実施状況英語研修の実施状況英語研修の実施状況英語研修の実施状況

実施して

いない

82.7%

英語研修を

実施して

いる

17.3%

英語研修のニーズ英語研修のニーズ英語研修のニーズ英語研修のニーズ

英語研修の

ニーズは

ない

58.4%

英語研修の

ニーズが

ある

41.6%

実施中の英語研修実施中の英語研修実施中の英語研修実施中の英語研修

82.7

3.7

0.8

0.0

8.6

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.8

1.2

2.5

5.3

3.3

1.6

1.2

0.8

4.5

1.2

6.2

0 50 100

実施していない

その他

赴任先現地情報

海外大学留学TOEFL点数アップ

TOEIC点数アップ

英語による評価者トレーニング

英語による面接官トレーニング

英語による人材管理

英語によるソフト開発

英語によるファイナンス

英語によるマーケティング

英語での見積り/請求書の作成

英語会議の進行

英語のテレコミュニケーション

英語による接客

英文契約書の作成の仕方

英文契約書の読み方

英語パワーポイント作成

英語プレゼンテーションスキル

英語セールス

英文e-mail/英文レター作成

（％）

ニーズの高い英語研修ニーズの高い英語研修ニーズの高い英語研修ニーズの高い英語研修

58.4

3.3

4.1

0.4

10.3

0.4

0.4

2.1

1.6

1.2

3.7

7.0

7.4

14.4

15.6

6.2

9.5

4.1

12.8

7.8

18.5

0 50 100

英語教育のニーズはない

その他

赴任先現地情報

海外大学留学TOEFL点数アップ

TOEIC点数アップ

英語による評価者トレーニング

英語による面接官トレーニング

英語による人材管理

英語によるソフト開発

英語によるファイナンス

英語によるマーケティング

英語での見積り/請求書の作成

英語会議の進行

英語のテレコミュニケーション

英語による接客

英文契約書の作成の仕方

英文契約書の読み方

英語パワーポイント作成

英語プレゼンテーションスキル

英語セールス

英文e-mail/英文レター作成

（％）
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[[[[10101010]]]]    経営人材の育成経営人材の育成経営人材の育成経営人材の育成    

最後に、経営人材（幹部候補生）の育成について尋ねた。経営人材育成への見解として最も多いの

は「コア人材を対象に、戦略的に育成していくのが望ましい」で、65.4％が選んだ。「計画的に育成し

ても意味はない」は 4.9％にとどまり、何らかの育成方法が必要であるという考えが大勢を占めた。し

かし、どのような方法で経営人材を選抜しているのかという問いには、45.3％が「経営者の判断に任

されているのでわからない」と回答するなど、選抜方法については不透明な部分が多い。後継者育成

（事業継承）上の課題についても、「後継者（経営人材）をどう選ぶか戦略的な方針や基準が無い」が

最も多く、次いで「経営人材たる後継者の質（能力等）が不足している」が続いた。 

 

 
経営人材育成への見解経営人材育成への見解経営人材育成への見解経営人材育成への見解

8.2

4.9

15.2

21.8

46.5

65.4

0 20 40 60 80 100

分からない/不明

将来は予測不能なので計画的に育成しても意味はない

子会社の経営を任せるなど経験を積ませることが重要

早い段階より候補者を絞り込んでいくのが望ましい

経営知識・スキルを体系的に学んでおくことが必要

コア人材を対象に、戦略的に育成していくのが望ましい

（％）

経営人材の選抜方法経営人材の選抜方法経営人材の選抜方法経営人材の選抜方法

12.8

5.8

15.6

16.9

40.3

45.3

0 20 40 60 80 100

分からない/不明

サクセッションプランに基づき候補者

　（プール人材）の中から選んでいる

研修やアセスメントの結果に基づいて

　　　　　　　　　客観的に判断している

制度や仕組みはないが、おおよそ誰がなるか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　暗黙の了解がある

各部門リーダーの中から業績貢献度によって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　任命されている

経営者（現社長）の判断に任されているのでわからない

（％）

後継者育成上の課題後継者育成上の課題後継者育成上の課題後継者育成上の課題

21.4

13.6

28.0

30.5

31.3

39.9

40.7

0 20 40 60 80 100

特に問題はない

後継者（経営人材）の決め方に関して社内の納得感が低い

経営人材としての経験を積ませる機会に乏しい

経営人材を育成するためのプログラムが必要

経営人材たる後継者の量（人数）が不足している

経営人材たる後継者の質（能力等）が不足している

後継者（経営人材）をどう選ぶか戦略的な方針や基準が無い

（％）


